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巻頭言  
会長 木村恒久 

 

 今年は 3月 11日の大震災で、東北地方を中心に甚大な被害を被りました。その影響は未

だ収まらず、日本中が困難を克服すべく模索している状態です。この場を借りしてお亡く

なりになられた方々に心よりお悔みを申し上げますとともに、本会会員の所属する諸機関

でも大きな被害を受けたところもあります、一日も早い復旧を祈ります。 

そのような中、去る 9 月 26 日から 28 日まで第 6 回の年会が東京で開催されました。ご存

じのように年会は５つの支部の持ち回りで主催されています。関東、近畿、北海道・東北、

中部、中国・四国・九州と回り、今回の第 6 回で 2 巡目に入ったわけです。つくばで行わ

れた第 1 回の年会が遠い昔のことに感じられ、感慨もひとしおです。おかげさまで会員数

も正会員 123 名、学生会員 108 名、賛助会員 7 社という規模になりました。ここまでにな

りましたのは、会員諸氏の磁気科学に対する熱い思いの賜物であり、改めて会員の皆様に

御礼申し上げます。 

とは申しましても、本学会はまだまだ弱小団体であります。磁気科学の研究は、ガンの研

究とか超伝導の研究といった目的が明確な研究に比べますと、恐らく外側から見ている方

たちからは、何か茫漠としたイメージを持たれているのではないでしょうか。これは、反

磁性物質一般を相手とする磁気科学の特質としてやむを得ない側面かもしれません。しか

し対象とする物質、現象が広範に渡るので、逆にまだまだ隠れた鉱脈があるに違いありま

せん。若い方々には夢を抱いて金鉱探しをして頂き、磁気科学の発展に貢献して頂きたい

と思います。 

 これまで本学会では、学生ポスター賞・研究奨励賞を設けてまいりましたが、今年から

は北澤宏一先生のご寄付により、優秀学術賞と功労賞をスタート致しました。優秀学術賞

は学会賞に当たるものと考えて頂いてよいかと思います。今後各分野での素晴らしい研究

が表彰され、学会の活性化につながることを願います。 

これからの学会の進む方向の一つとして、国際化が挙げられると思います。現在、磁場に

関係する国際学会はいくつか動いていますが、磁気科学に近い流れとしては、ICMS 

(International Conference on Magneto-Science)と、MAP (International Workshop on Materials 

Analysis and Processing in Magnetic Fields)があり、本会も深く関与しています。これらをベー

スとして、世界を舞台とする連携事業を推進する新たな活動を展開する時期にさしかかっ

ているように思います。 

 磁気科学の益々の発展を願い、会員諸氏のご健闘を期待致します。 
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第 8回研究会 分離・分析分科会  会議報告  
大阪大学 西嶋 茂宏 

 

分離・分析分科会では、強磁場を用いた分離・分析・医療応用をテーマに、2010 年 8 月

2日(月)13時より 18時まで、大阪大学大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 A1 棟 

5階 セミナー室 で研究会を実施した。以下にプログラムを示す。 

 

プログラム 

13:00‐13:05 開会挨拶 

13:05‐14:40 磁場を利用する新しいマイクロ分析法の開発 渡會 仁 (阪大)  

14:40‐16:15 磁性ナノ粒子のバイオ医療分野での活用 前之園信也 (北陸先端大)  

16:25‐18:00 交流磁場による局所加熱 ～磁気ハイパーサーミアの実現に向けて～  

                              中川貴 (阪大)  

 

まず、大阪大学の渡會仁氏から「磁場を利用する新しいマイクロ分析法の開発」と題し

た講演があった。磁気的性質に起因して物質に作用する磁気力や、静電力、電磁力など微

小作用力を組み合わせたミクロレベルの分離・分析手法の開発について紹介された。磁場

や電場を印加した環境で、微粒子の挙動を顕微的に観測することで、化学的な結合力の評

価や、伝導度、誘電率、屈折率、磁化率、質量などの各種物性を計測することができる。

講演では、赤血球やラウリル酸の磁化率決定や、磁化率計測を利用した 2 相系の界面に存

在する物質量の定量、磁気的性質が既知の物質の質量分析などについてその詳細が示され

た。また、物質分離の方法として、流れの中で磁気力により同一物質の粒子がトラップさ

れる力が体積に依存することを利用して分級を行なう方法や、平板と凸面の間にできたス

ペースが場所によってサイズが異なることを利用して、蒸発や電気泳動により粒子をそれ

ぞれの径に対応する位置でトラップすることで物質の種類によらず分級する手法などが紹

介された。この他にも、一端を容器壁面等に固定した特定の分子に粒子を結合させ、粒子

にローレンツ力を作用させることを通して分子に力を与え、シス‐トランスのコンフォメ

ーションを制御したり、結合力を計測したりする応用例についても述べられた。数多くの

分離・分析手法が紹介されたが、微小作用力の組み合わせと利用の方法次第では、まだま

だ多くの応用が期待されるという。  

続いて、北陸先端大学の前之園信也氏が、「磁性ナノ粒子のバイオ医療分野での活用」の

講演を行った。これまで酸化鉄微粒子を用いて研究開発が進められてきた磁気医療技術（磁

気分離、磁気免疫診断、MRI 造影剤、磁気温熱療法、ドラッグデリバリーシステムなど）

であるが、より優れた磁気特性を有する磁性ナノ粒子を活用することで、磁気医療に大幅

な進展をもたらす可能性がある。近年、粒径 10nm以下の単分散な合金系磁性ナノ粒子を容

易に化学合成することができるようになった。 

化学合成で得られる合金系磁性ナノ粒子の結晶構造は面心立方（fcc）構造で超常磁性体
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であるため、医療分野での活用には大きな期待が持てるとの事である。講演では、まず、

FePt ナノ粒子の合成と親水化について紹介された。生体への応用を考えると、粒子表面が

親水性である必要があるが、適切な表面修飾を行うことでこれに成功した。また、具体的

応用として MRI 造影剤、細胞内での超伝導磁気分離、磁気温熱療法への可能性が言及され

た。さらに、磁性ナノ粒子を医療応用するにあたっては安全性の評価が必須であるため、

合金系磁性ナノ粒子の生体安全性について検討している。特に FePt ナノ粒子について遺伝

毒性の評価を Ames試験にて行なった結果が報告された。2-aminoethanethiol (AET)でおおわ

れる FePtナノ粒子の遺伝子毒性は認められなかったが、in vitroの染色体異常テストテスト

では偽陽性であった。磁性ナノ粒子の毒性についてはまだ不明な点が多く、さらに詳細な

検討が必要であるという。 

最後に、阪大の中川貴氏は、「交流磁場による局所加熱～磁気ハイパーサーミアの実現に

向けて～」と題し、がん部位だけを高周波磁場で加熱することで死滅させる「磁気ハイパ

ーサーミア」療法資する磁性物質を中心とした発熱体開発や磁場発生用コイル開発に関す

る講演を行った。磁気ハイパーサーミアの原理、これに用いる高周波磁場と磁性体の発熱

原理について説明がなされたハイパーサーミア療法は加温によるがん細胞の死滅を利用し

た治療法であるが、正常細胞も同時に加温されると正常組織の死滅も伴う、といった弊害

が存在する。一方で、がん部位は未発達の血管が多く熱が蓄積しやすいため、がん部位だ

けに発熱体を埋め込むことができれば周りの正常細胞を死滅させることなくがん部位だけ

を死滅させられる画期的な治療法となるという。また、この発熱現象を数十 Oe・数十～数

百 kHz の実現可能な高周波磁場領域で実現し、且つ発熱の温度を制御することが磁気ハイ

パーサーミアの科された課題となっているとの事である。また発熱体の開発に関しては、

大まかに 4 つの材料に着目している。①超常磁性ナノ粒子にしたマグネタイト、②金属的

性質を有する強磁性物質である鉄、③生体親和性を有する金属であるチタン、④自己温度

制御系発熱体としてのマンガン酸化物、である。高周波磁場による発熱は導電性物質にお

ける渦電流損失と強磁性物質におけるヒステリシス損失もしくは Neel 緩和による損失で起

こる。それぞれの得失に触れた。特に、④では、キュリー点を 42℃程度にもつ物質を選択

すると、キュリー点よりも高温になると強磁性に由来する損失が消失し発熱しない発熱体

となる。銅で一部固溶したペロブスカイト系マンガン酸化物はこの温度領域にキュリー点

をもつことを見出し、実際の発熱特性も予測どおりとなったとのことである。 
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第５回日本磁気科学会年会 開催報告  
実行委員長（九州大学） 米村 弘明 

 

標記本学会年会が平成 22年 10月 22日～23日に九州大学西新プラザで主催：日本磁気科

学会、共催：日本学術振興会アジア研究拠点事業「材料電磁プロセシングの世界拠点の構

築」で開催されました。年会では昨年度実現できなかった（独）科学技術振興機構理事長

の北澤宏一先生に特別講演をしていただきました。共催セッションの材料電磁プロセシン

グ世界拠点セミナーでは名古屋大学の岩井先生のお世話のもと、招待講演の Prof. Wang と

Dr. Parkをはじめとする 8名の先生方の最近の成果について講演をしていただきした。 

発表件数は、特別講演 1 件、口頭発表 29 件、ポスター発表 42 件、共催セッション（招

待講演 2件, 口頭発表 6件）、合計 80件であり、また参加者数は 128名と非常に盛会であり

ました。一般講演では、休憩時間がなくなるほど活発な議論ができ、また、ポスター発表

ではポスター会場に人が溢れるばかりで実り多い年会になりました。 

研究奨励賞は諏訪雅頼氏（大阪大学）と錦織理華氏（大阪大谷大学）、学生ポスター賞に

は津久井秀氏（京都大学）と馬場淳史氏（京都大学）が選ばれ、表彰式において、渡會学

会長より賞状の贈呈が行われました。今後の

学会での活躍を期待しています。 

懇親会はハイアットレジデンシャルスィー

トホテル福岡で開催し、61名の参加者があり

ました。さらに、2 次会では玄海の幸を楽し

みながら、北澤先生を囲んで今後の日本磁気

学会について大いに語り合いました。 

実行委員会をはじめとする皆様のご協力が

ございまして、円活な年会の運営ができたと

思います。書中にて深く感謝申し上げます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2次会の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. あまあまスィーツ. 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集合写真 
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第６回日本磁気科学会年会報告  
第６回日本磁気科学会年会 

実行委員長 岩坂正和 

 

日本磁気科学会の第６回年会が 2011年９月２６日～２８日、東京大学山上会館にて開催

され、約１３４名の参加者を迎え、磁場の発生と利用に係る学理と技術の最新動向が紹介

され、活発なディスカッションが行われました。 

今回の年会では特別講演と致しまして東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻 教授 

十倉好紀先生に「固体電子集団の電気磁気科学」に関する話題提供を行って頂きました。 

昨年までＪＳＴの北澤理事長をはじめとする磁気科学の創成者の特別講演を頂いていま

したが、本年は初めて磁気科学以外の分野でかつ、磁気科学に最も近接した固体電子物性

の磁気を基軸とした最先端の話題を十倉好紀先生に提供頂きました。御講演は、拝聴側も

１時間があっという間にすぎる感があり、十倉先生の熱いレクチャーに没頭していました。

現在では電気と磁気に要素還元された電磁気学の分野を、再び固体物理の世界で再構築す

る内容は、特に若い聴衆の方々に非常に大きなインパクトを与えたといえます。今後数十

年～１０００年の時間スケールでの科学の進展のスケッチも紹介され、大変刺激的なご講

演を頂きました。 

今回は、３日間開催で１件の発表時間は質問込で２０分と致しました。会場となった山

上会館２階の大会議室のゆったりとした空間において、三四郎池の緑を横にながめつつ、

聴取の方々は大変ゆったりとしてリラックスかつAt Homeな雰囲 気での年会でした。ただ、

ディスカッションの時間がじっくり取れただけに、緊迫したディスカッションも多く見ら

れまして、口頭演題数は２８件と例年並みでしたが、十分に堪能できる会議であったと思

われます。 

ポスター発表は３４件でしたが、どれも大変レベルが高く、ポスターセッションは満員

御礼状態でしたが、２件の学生ポスター賞（小澤瞬君（横浜国立大学）と折橋広樹君（鹿

児島大学）が選ばれました。研究奨励賞でも、難関をくぐり抜けた沼本修孝氏（京都大学）

が「磁気力場中でのタンパク質結晶化」で賞を得ました。 

本年会では、新しく２つの試みがなされました。ひとつは、賛助会員・広告展示を頂く

企業の方々に企業研究開発紹介セッションのご案内を差し上げました。磁気科学に関連深

い企業でありますジャパン スーパーコンダクタ テ クノロジー（株）の広瀬 量一博士と

ポリマテック(株) Ｒ＆Ｄセンターの下山 直之博士に最新の製品情報とこれま 

での研究開発談などをご講演頂いた結果、聴衆の良い反応を得ることができました。 

２番目の特徴は、褒章表彰委員会が立ち上げられ、新たな学会賞の新設が米竹・西嶋両

副会長の御尽力で成し遂げられたことです。第１回目の優秀学術賞には、廣田 憲之博士

（物質・材料研究機構）および小職・岩坂（千葉大学）の「磁場によるモーゼ効果の発見

とその特性の解明」が選ばれました。功労賞には青柿良一教授（職業能力開発総合大学校  

兼 物質・材料研究機構研究アドバイザー）が「磁気科学会の創立への貢献および学術的
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貢献」を理由に選ばれました。 

これらの学会賞の表彰にはＪＳＴ理事長の北澤宏一先生がご来場下さいまして、スピー

チも頂きました。本年の北澤宏一先生の訓示は、「なにをなすべきか」を真剣に考え、その

意味を言語的に命名することから新たなイノベーションにつながる路を開拓するお話であ

り、懇親会でもこの話題のディスカッションが行われました。 

今回の開催場所は都心の緑豊かなキャンパス内の歴史的な抒情漂う所となっていまして、

じっくりと磁気科学に浸って、その過去と未来を堪能する大変実りある機会であったと思

われます。 

来年の関西支部での年会に向けて、３日間の年会終了後の参加者の足取りは既に磁気科

学の未来へ向かっていた模様です。 
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日本磁気学会との連携についての報告  
物質・材料研究機構 廣田 憲之 

 

本会では、平成 20 年度から日本磁気学会(MSJ)との連携をスタートさせた。初年度には

MSJの第 32回学術講演会において国際シンポジウムを共催し、本会の第 3回年次大会にお

いて共催セッションを実施した。21年度は MSJ強磁場応用専門研究会と本会の物理化学分

科会の共催で、8月に草津温泉において水に関する研究会(本会第 5回研究会)を実施した。3

年度目となる昨年は、8月 2日に大阪大学において開催された本会第 8回研究会を共催（こ

の研究会の内容については、本誌中にその報告記事が掲載されている）するとともに、MSJ

第 34回学術講演会における国際シンポジウムの 1つを本会メンバーによる講演で企画した。

本国際シンポジウムの内容については、本稿の末尾に記載しておく。 

なお、MSJ は年 6 回、学会主催の研究会を開催しており本会はそれらを協賛している。

このため、本会会員は MSJ 研究会に正会員扱いで参加できる。また、強磁場応用専門研究

会は年 5 回開催されており、こちらは参加無料で、会員でなくても参加を歓迎している。

これらの研究会に興味をお持ちの方は、是非、積極的にこの連携を利用していただきたい。

詳しい情報は以下の URLで入手することができる。 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj2/ 

今後も、両学会の連携を通じ、知見を共有することで相乗効果が得られることを期待し

たい。 

 

第34回日本磁気学会学術講演会 国際シンポジウム報告 

シンポジウムS-4「Electrochemical phenomena under high magnetic fields」 

日時・場所：2010年9月6日 9:00～12:15・つくば国際会議場  

参加者：30名 

1．In-situ observation of electroless silver deposition process under high magnetic fields ○N. Hirota 

(NIMS） 

2．Electrochemical potential of hydride electrode under high magnetic fields ○I. Yamamoto*, S. 

Ozawa*, C. Tanaka*, Y. Yamaguchi*, T. Takamasu** (*Yokohama Nat. Univ., **NIMS) 

3．Magnetic control of morphological, electrochemical, and photoelectrochemical properties of 

electrodes modified with donor-acceptor systems ○H. Yonemura (Kyushu Univ.） 

4．Behavior of diffusion current on some magnetohydrodynamics electrodes ○A. Sugiyama*, R. 

Morirmoto**, I. Mogi***, T. Osaka* R. Aogaki**** (*Waseda Univ., **Saitama Pref. Okubo Water 

Fritration Plant, ***Tohoku Univ., ****Polytechnic Univ.) 

5. Magnetoelectrochemical chirality ○I. Mogi （Tohoku Univ.） 

6．Chiral structure of 3D nucleus in magnetoelectrodeposition ○R. Aogaki*, R. Morimoto**, A. 

Sugiyama***, M. Asanuma**** (*Polytechnic Univ., **Saitama Pref. Okubo Water Fritration Plant, 
***Waseda Univ., ****Yokohama Harbour Polytechnic College) 
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廣田(物材機構)は銀の無電解析出を強磁場下で行なった際に観測される析出形態への磁場

影響のメカニズムについて、共焦点レーザー顕微鏡でその場観察することにより考察し、

析出に際し銀樹に流れる電流に起因して樹枝に作用するローレンツ力によるものであるこ

とを示した。山本(横国大)は電極の平衡電位に対する強磁場効果について紹介した。エネル

ギー変換の観点から、これまで静磁気エネルギーから電気化学エネルギーへの直接変換は

報告例がなかったが、強磁性金属水素化物で作製された電極の電位において顕著な磁場効

果を見出した。電位の変化は熱力学的に予想される傾向と定性的に一致し、変化量も定量

的に理論値と一致した。電気化学への磁場の応用をはかる上で大きな足がかりとなると考

えられ、今後の発展が期待される。米村(九大)は磁場中での電気化学の研究として、スピン

化学を活用したドナー‐アクセプター系（ポルフィリン―ビオローゲン連結化合物および

C60誘導体‐メチルフェノチアジンのナノクラスター）の修飾電極における光電気化学反応

の磁場制御、及び、C60誘導体‐メチルフェノチアジンやファノチアジン‐C60連結化合物の

ナノクラスター修飾電極における形態、電気化学、光電気化学に及ぼす強磁場印加プロセ

スの効果について解説した。杉山(早大)は磁場中電気化学反応において、観測される均一磁

場や不均一磁場に基づく種々の磁気対流について紹介した。種々の磁気対流は並列もしく

は逐次的に起こり、それら対流間の干渉は電気化学反応に対する磁場影響の定量的扱いを

妨げる。このために開発された特定の磁気対流のみを検知可能な電極である電磁流体力学

電極（MHDE）やSPIN電極、円筒型MHD電極を紹介した。茂木(東北大)は、金属を磁場中

で電解析出(磁気電析)させることによりキラルな界面が析出するという、磁気電気化学キラ

リティという新しい現象について報告した。銀や銅の磁気電析膜を電極に用い、グルコー

スやアミノ酸などのキラルな分子の電極酸化反応を調べたところ、L体とD体で酸化電流に

差が認められた。このことは、磁気電析膜がキラルな界面を有し、グルコースなどの分子

キラリティを認識していることを意味するという。磁場反転させて作製した磁気電析膜は

反対のキラリティを示すことから、キラリティの起源はローレンツ力であり、マイクロMHD

効果が重要な役割を果たしているものと考えられるという。青柿(能開大)は回転垂直磁場中

での電析によって規則的な孔状析出と共にキラリティを持った0.1 µm程度の三次元結晶が

生成する機構について報告し、イオン空孔による摩擦なし表面上で作り出される微小な渦

流(マイクロMHD流れ)がキラリティをもち、この渦流によりキラルならせん転移が生じる

ことで三次元結晶がつくり出される過程が説明された。具体的な実験例と共に理論計算に

よる結晶表面の様子が示された。 
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材料電磁プロセシングに関する国際会議参加記 

名古屋大学 岩井一彦 

 

「Asian EPM Workshop」と「材料電磁プロセシング夏の学校」とが韓国のチェジュ島に

て 2010年 10 月 3-6 日に共催されました。「材料電磁プロセシング夏の学校」は、日本学術

振興会アジア研究教育拠点事業の一環として、アジア地区で本分野の若手研究者を育成す

ること等が目的で,小職が日本側の取りまとめを仰せつかっていました。 

開催場所はチェジュ島南部のリゾート地区ではなく市街地にあるホテルで、飛行場から

はタクシーで 10-20分程度の大変便利な場所でした。東アジアの日本、中国、韓国に加えて、

ドイツの合計 4 カ国から 114 名の方が参加しました。その内訳は中国 41 名、韓国 42 名、

日本 29 名、ドイツ 2 名です。本会会員の方も多く参加されていました。講演は合計で 77

件です。セッション名とそれぞれの件数は下記の通りです。 

Invited Lecture:4 件、Fundamentals and Numerical Simulation:14 件、Solidification 

and Microstructure Control:14 件、High Magnetic Field Applied to Materials 

Processing:18 件、Magneto hydrodynamics and Flow Control:6 件、Electromagnetic 

Stirring:9 件、Induction heating& melting/ Electromagnetic Measurement and 

Equipment:12 件. 

凝固、誘導加熱・融解、電磁攪拌等の講演が多かったのは、鉄鋼が日本、韓国、中国の主

要産業の一角をなしていることの表れだと思います。 

日本からは和田先生が Invited Lecture として、「High-Throughput protein Crystals 

Formation using High Magnetic Forces」に関してご講演されました。ドイツから参加さ

れた Prof.Gerbeth と Prof.Eckert の 2 名は旧東ドイツのドレスデンにある研究所で金属製

造プロセスへの電磁場応用の研究を行っています。ドイツはベルリンの壁崩壊後に、東西

格差解消を目的として旧東側地域に積極的な投資を行っており、彼らの研究所には各種電

磁場を発生可能な先進的な実験設備があります。お二人ともそれらを利用した MHD に関す

る優れた研究について講演をされました。 

バンケットでは韓国の民族舞踊が披露され、参加者のほとんどが韓国の楽器を鳴らしつつ

踊るなど大変アットホームな雰囲気でした。また、若い参加者同士で連れだって食事に出

かけるなど、数日間の短い期間の間に皆さん打ち解けて仲良くなったようです。また、最

終日にはチェジュ島の見学が行われました。2台のバスが用意され、一台は日本語の、もう

一台は中国語の通訳による説明によりチェジュ島の文化や歴史について本会会員の方々も

楽しんでいたようです。 

最後になりましたが、本会議に参加された皆様、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 
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Pacifichem 2010 

Symposium “Novel Applications of Magnetic Fields in 

Analytical Chemistry” 報告  
渡會 仁 

 

2010 年 12 月 15 日‐20 日の会期で 2010 環太平洋国際化学会議（International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies；Pacifichem2010）が開催された。本会議は、1984年に第一

回が開催され、その後ほぼ 5 年ごとにハワイのワイキキで開催され、今回が 6 回目となる

ものである。分析化学分野では初めてと思われる磁場応用の標記シンポジウムが下記の二

日間に亘り開催された。口頭発表のタイトルと発表者は以下のとおりである。 

12月 17日（金）午後 口頭発表 12件 

Magnetic and electromagnetic separation, detection and imaging (Hitoshi Watarai);Simultaneous 

Measurement of natural and magnetic optical rotation under pulsed magnetic field (Masayori 

Suwa);Redox-magnetohydrodynamic microfluidics (Ingrid Fritsch);Magnetic field effects in 

electrochemical reactions (Gerd Mutschke);Magnetic field effect as a tool for identification of 

pathways of photoinduced reactions with radical pairs as transient intermediates in organized 

assemblies (Samita Basu);In-situ optical observation and numerical analysis of the behavior of 

feeble magnetic particles under high magnetic fields (Noriyuki Hirota);Magnetically induced 

modulations of light scattering in chromatophores of goldfish scale (Masanobu Kudo);Recognition 

of molecular chirality by magnetoelectrodeposited metal films (Iwao Mogi);Magneto-lithography- 

patterning beyond flat and uniform surfaces (Ron Naaman);Magnetic response of aqueous systems 

and analytical aspects (Sumio Ozeki);A new method of high-resolution electron spin resonance 

using a mirocantilever (EIji Ohmichi) 

12日 18日（土）午前 口頭発表 10件 

Bio-ferrofluidics for lab-on-a-chip and rapid diagnostics applications (Hur Koser);Gold/Iron-oxide 

composite nanoparticles as new type of magnetic nanocarrier for in-vivo and in-vitro applications 

(Satoshi Seino);Electrophoretic analysis of biomolecules using magnetic particles (Fumihiko 

Kitagawa);Protein detection using functional magnetic nanoparticles in thin channels (C. Bor 

Fuh);High enrichment of lysosomes through endocytosis of dextran coated magnetic nanoparticles 

and novel magnetic separation (Chad Satori);Effects of magnetic processing on photopropreties due 

to organization and orientation of gold nanorods (Hiroaki Yonemura);Magnetic purification and 

separation of nanoparticles (Mary Elizabeth Williams);Pseudo single crystal method: a novel 

approach to diffraction study (Tsunehisa Kimura);X-ray single crystal analysis of a pseudo single 

crystal of protein microcrystalline powders (Fumiko Kimura);Identification of single grain material 

by observing magnetic ejection & rotation in a short microgravity achieved in an ordinary laboratory 
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(Chiaki Uyeda) 

12日 18日（土）午後 口頭発表 11件 

Nonlinear magnetic separation in a travelling wave (Benjamin Yellen);Studies of large gradient 

magnetic field’s effects on protein crystallization in NWPU (Da-Chuan Yin);Single crystal analysis 

of a pseudo single crystal: 13C Solid-state NMR measurement without magic angle spinning 

(Ryosuke Kusumi);DNA sequencing using magnetic tweezers (Michael Barrett);DNA migration 

under the magnetic field (Shun Ozawa);Dependence of DNA orientation on surface condition in the 

magnetic field (Akio Katsuki);MQCM/VSM – A new instrument for study of magnetic materials 

(Jiri Janata);Development of a new pulsed magnet system and dynamic behavior of lipid membranes 

(Atom Hamasaki);Phase transition under high magnetic field (Isao Yamamoto);Diamagnetic 

susceptibility change in solid-liquid phase transition of organic materials measured by a magnetic 

levitation technique (Kohki Takahashi);Effects of magnetic fields on freezing processes in aqueous 

solution (Masaya Onishi) 

また、18 日夜のポスターセッションにおいて、本シンポジウム関連では 7 件の発表があ

った。 

Magnetic-field-responsive agarose-gel/carbon-fiber composite (Yusuke Umehara); Development of 

high gradient immunomagnetic separation system for the detection of Flavobacterium 

psychrophilum (Uni Ryumae); In situ measurement of magnetic alignment of crystalline polymers 

(Masafumi Yamato); Kinetic analysis of magnetic alignment of rod-like pseudo single crystal (Shu 

Tsukui); Magnetic processing for a novel paper-based piezo actuator (Chiaki Tsuboi); X-ray 

diffraction from magnetically aligned microcrystalline powder (Kenji Matsumoto); X-ray diffraction 

study of pseudo single crystal of cellobiose (Hiroko Matsumoto) 

この内、Kenji Matsumoto氏の発表に対し、日本分析化学会より Analytical Sciencesポスタ

ー賞が贈られた。17日の午後 5時半から、Hilton Hawaiian Village の Bali steak & seafood に

おいて Symposium dinner が開かれ、懇親の機会が持たれた。また、日本化学会が企画制作

したハイライト講演の冊子には、信州大学の尾関寿美男先生の磁気水の研究と京都大学の

木村恒久先生の擬単結晶化法の研究が紹介された。本シンポジウムは、Ingrid Fritsch教授 (U. 

of Arkansas)、C. B. Fuh教授(National Chi Nan U.)、Benjamin Yellen教授(Duke U.)とともに企

画させていただいた。オーガナイザーを代表して、ご講演、ご参加いただいた皆様、並び

にご協力をいただいた日本磁気科学会にお礼を申し上げる。 
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国際会議報告 PAMIR2011 & GAMAS Summer School 
東北大金研 茂木 巖  

 

 The 8th International PAMIR Conference on Fundamental and Applied MHDが 2011年 9月 5~9日，

グルノーブルの Alemany教授のお世話で，フランスのコルシカ島にて開催された．同時に，ヨー

ロッパの磁気科学に関するコミュニティである GAMAS 主催のサマースクールも行われた．参加

者は約 200 名，フランス，ドイツ，ラトビアなどヨーロッパの研究者がほとんどで，アジアから

は日本人約 10名，中国人数名ほどであった．PAMIR 会議は３年毎に開催され，一度だけラトビ

アで行われたほかは，すべてフランス国内の小さな村の人里離れたホテルに泊まり込んで行われ

てきた．「研究者同志の親交を深めるには一緒に食事をすることが大切である」と主張する

Alemany教授の指導で，このスタイルが貫かれていると聞いた． 

 MHD の会議と言うと，とてもマニアックな会議のようにも聞こえるが，内容は電磁流体力学の

基礎研究から，電磁プロセッシング，磁気電気化学，ダイナモ，磁性流体まで幅広い分野を網羅

しており，材料科学や電磁プロセッシングの研究者が数多く参加していた．筆者が関心を持つ磁

気電気化学に関しては，この会議が最も多くの研究者と触れ合う貴重な機会を提供してくれる．

磁気電気化学は，日本ではごく少数のグループのみが研究している状況であるが，ヨーロッパで

は，フランス，ドイツ，ポーランド，アイルランドなどで盛んに研究されており，磁気科学の他

の分野とは明らかに異なる勢力図が形成されてしまった感がある．また今回の会議では，ポスド

クや大学院生などの若い研究者が，活発に質問をしている姿が目についた．コルシカ島というリ

ゾート地で，気取らない開放的な雰囲気で会議が行われていたことが一因であろう．これも

PAMIR会議の目指すスタイルなのかと感じた． 

 GAMAS サマースクールは，若手研究者を対象に，PAMIR 会議と並行して行われた．PAMIR

会議の参加者はサマースクールにも参加することができたので，プログラムを眺めて興味のある

講演を聴くことができた．曜日ごとにテーマを決め，４人の講師が講演を行うスタイルで，PAMIR

会議のテーマに沿った内容を，基礎的かつ総括的に話していたので，専門外の人にも分かり易い

ものであった．  

 コルシカ島はナポレオンの出身地として有名である．生誕の地は島の南西部の Ajaccioという町

であるが，会議が行われたのは北東部の Borgo という小さな村である．広い敷地にコテージが連

なるリゾートホテルで，目の前が砂浜という素晴らしいロケーションであった．水平線から上る

朝陽で目覚め，会議の終わる夕方には海水浴を楽しむことができた．中日の午後には，コルシカ

島北部の海岸線を巡るエクスカージョンが催された．筆者の乗ったバスは運悪く，走り始めて 30

分ほどで故障してしまい，しばらく待たされた後，代わりのバスで引き返すというハプニングに

遭遇したため，残念ながら絶景を眺めることはできなかった．これで再び訪れる理由ができたと

考えて満足することにした． 
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国際会議報告 MT-22 
東北大金研 高橋弘紀 

 

22nd International Conference on Magnet Technology (MT-22)が 2011年 9月 12日から 16日

までフランスのマルセイユで開催された．この会議は，欧州，アメリカ，アジアの持ち回

りで２年毎に開催され，永久磁石，パルスマグネット，超伝導マグネット，ハイブリッド

マグネット，高温超伝導バルク磁石など，マグネット開発と関連材料，及びその応用に関

するトピックスを扱った国際会議である．超伝導マグネットと一口に言っても，我々が普

段実験室で使うマグネットの他に，加速器や核融合炉用のマグネットと多岐にわたる．今

回の会議も ITERの Mitchell教授が chairを務めている．国際熱核融合実験炉 ITERは，マル

セイユから北東に約 80 km のカダラッシュに建設されているため，会議のテクニカルツア

ーでは ITERの見学ツアーもあった（とはいってもまだまだ何もなく，建設予定地ツアーに

近いものであった）．また，パルスマグネットも扱ってはいるが，どちらかというと定常磁

場が主という感じで，パルス磁場施設としては RHMF（NL Vol. 4で山本先生が報告）に重

点を置いている感じがする． 

Closing remarksによると，今回の発表件数は口頭発表が約 130件，ポスター発表が約 600

件で，625 編の論文が投稿されたのことであった．また，参加者は 900 人以上とのことで，

国別の参加者は多い順に日本，中国，フランス，アメリカの順であった．特に最近は，中

国からの参加者が増えてきているように感じられる．中国では武漢にパルス磁場施設が整

備され，合肥に定常磁場施設の建設が進んでいるので，今後益々強磁場を使った研究が盛

んになってくると予想される． 

次回は 2013年 7月 14日から 18日の会期でアメリカのボストンで開催される予定である． 

 

 

マルセイユの旧港 
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MAP5 (Grenoble-Autrans, France) 開催案内  
物質・材料研究機構  廣田 憲之 

 

 The 5th International Workshop on Materials Analysis and Processing in Magnetic Fields (MAP5) 

が2012年5月13日から17日まで、フランス・グルノーブル近郊の美しい山村オートランで開

催されます。本国際会議は、第1回が2004年に Tallahassee (FL, USA)で開催され、その後、

2006年Grenoble (France)、2008年Tokyo (Japan) 、2010年Atlanta (GA, USA)と2年ごとに開催さ

れているもので、同じく隔年で開催されているICMS(International Conference on Magneto- 

Science)と比較すると、より材料科学や物性物理寄りのトピックスが中心となります。 

申し込み方法などの詳細は、本稿執筆段階ではまだ発表されていませんが、以下のウェ

ブサイトで告知されることになっています。 

http://creta.grenoble.cnrs.fr 

毎回、日本から多くの方のご参加を頂いておりますが、磁気科学分野における日本のリー

ダーシップを示す意味でも、今回も多くの皆様の積極的なご参加をお願いします。 
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平成 22年度  会計報告  
物質・材料研究機構 廣田 憲之 

 

平成22年度の収入および支出は下記のとおりであることをご報告いたします。 
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平成 24年度事業計画  
事務局長（大阪大学） 西嶋 茂宏 

 

2012年度の関連事業は以下の計画を立て、総会にて了承された。 

・第 7回年会（2012年秋）の開催 

・分科会による第 10回以降の研究会の開催 

・会誌「日本磁気科学会誌」第 6号の発行 

・褒章活動 

 

まず、第 7 回年会（2012 年秋）の開催については、近畿支部が担当となった。現在のと

ころ、当番校は決まっていないが、近畿圏の大学での開催となる予定である。第 10回の研

究会は別途報告があるが、磁場発生分科会が担当の予定である。会誌については、第 6 号

の発行を予定している（当該会誌は 6号である）。 

 褒章活動についても、今年度と同様、優秀学術賞および功労賞の授与を行う。なお、

両賞とも会員からの推薦を募集するが、今年度は別途、各分科会委員長に推薦を依頼する

事になった。また、従来の研究奨励賞と学生ポスター賞は、従来と同じ扱いであるが、優

秀学術賞と功労賞が設立されたため、両賞を包括して研究奨励賞と名付け、その中に、従

来の研究奨励賞と学生ポスター賞を設けることとした。 
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総会報告  
 

日時：2011年 9月 27日（火） 17：25～18：05 

場所：東京大学山上会館大会議室 

 

報告事項  

１．活動報告 

（１）第 5回日本磁気科学会年会 

  九州大学西新プラザ  （福岡県福岡市） 

  日時： 2010年 10月 22日（金）～10月 23日（土） 

（２）第 9回研究会 

  パルス磁場研究の新たな展開と磁気科学への応用 

   日時：2011年 9月 26日 9：55‐12：30 

   場所：東京大学山上会館・大会議室 

（３）第６回日本磁気科学会年会 

  開催：2011年 9月 26日（月）～9月 28日（水） 

  場所：東京大学山上会館大会議室 

（４）2010年度日本磁気科学会理事会 

  第 1回理事会（メイル会議）：2011年 2月 23日 

   褒章の新設（優秀学術賞および功労賞） 

  第 2回理事会（メイル会議）：2011年 6月 30日 

   褒章委員会の設立と委員の選任 

 

２．会員動向（2011．0906現在） 

  全会員数 238名 正会員登録数 123名, 学生会員登録数 108名, 

    賛助会員社数 7社 

入退会数─（～2011.0906） 

退会届数─正会員 4名、学生 14名、賛助会員 1社 

       新規会員数─正会員 8名、学生 21名、賛助会員 0社 

 

３．会誌「日本磁気科学会誌」第 5号の発行。2011年 10月 

４．褒章活動 

  優秀学術賞褒章委員会委員長 米竹副会長 

     受賞者：廣田 憲之 物質・材料研究機構 

         岩坂 正和 千葉大学大学院工学研究科 

     授賞理由：「磁場によるモーゼ効果の発見とその特性の解明」 

 

17



  功労賞褒章委員会委員長 西嶋事務局長 

     受賞者：青柿良一氏 職業能力開発総合大学校 

         兼 物質・材料研究機構研究アドバイザー 

     受領理由：磁気科学会の創立への貢献および学術的貢献 

 

５．今年度の関連事業： 

・日本磁気学会第 175回研究会「ナノ構造物質の電磁気学」  協賛 

 2010年 12月 17日（金） 13:00～16:35中央大学駿河台記念館 320号室  

・日本磁気学会第 176回研究会/第３７回ナノバイオ磁気工学専門研究会 協賛 

 2011年 1月 21日（金） 13:00-16:40  中央大学駿河台記念館 320号室 

・シンポジウム定常強磁場科学における日本の展望 後援 

  主催: 物質・材料研究機構強磁場共用ステーション 東北大学金属材料研究所 

 2010年 11 月 29 日(月) 10:30-17:00東京大学本郷キャンパス 山上会館 

・日本磁気学会第 178回研究会  「磁気の歴史と新展開」 協賛 

 2011年 5月 20日（金） 13:00～17:00  中央大学駿河台記念館 670号室 

６．次年度役員人事 

７．その他 

 

議案  

１．2012年度事業計画 

 ・第 7回年会（2012年秋）の開催について 

 ・分科会による第 10回以降の研究会 

 ・会誌「日本磁気科学会誌」第 6号の発行 

 ・褒章活動 

２．決算案・予算案 

３．第 8回年会（2013年秋）の開催について 

４．その他 
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学術賞、功労賞の新設のお知らせ 

 

北澤宏一先生より賞設立に関するご寄付のお申し出を頂きましたのを契機に、

新たな賞を創設致しました。規定案および内規案を作成し理事会審議を経て理

事会の承認を得ました。以下のとおり、賞の概要、応募方法、提出期限、選考

方法をご案内致します。奮ってご応募下さい。 

 

［対 象］ 

優秀学術賞：磁気科学分野において独創的かつ優れた研究業績を挙げた研究者 

に授与します。 

若手奨励賞：従来の講演奨励賞・ポスター賞を改名したものとします。 

功労賞  ：学会活動および磁気科学分野の普及に貢献した、あるいは当該野

で顕著な業績をあげた研究者に授与します。 

［賞と表彰］ 

優秀学術賞については、授賞件数は毎年原則1件以内（受賞者は1件につき複数
名も可としますが、最大3名以内とします。）、功労賞は毎年原則１名とし、年
会時に受賞講演と表彰式を行います。受賞者には賞状および記念品を贈呈しま

す。功労賞受賞者には、フェローの称号を授与します。  

［応募方法］ 

応募は本会会員の推薦により受付けます。自薦、他薦は問いません。 

応募に必要な書類は下記の 1）、2）で、各正1部、コピー5部を選考委員会へ提
出してください。 

1）推薦書（本会書式による） 
2）代表的論文別刷、特許コピーおよびこれに準ずる技術資料、など各5編以内 
［提出期限］各年毎に別途定めます。 

［選考委員会］ 

委員長1名を含め5名で構成します。選考委員名は選考委員会終了後、本会ホー
ムページで公表します。 

［選考方法］ 

選考委員会で選考を行い、理事会の議決を経て正式決定致します。 

 

提出先 ［532-0011］大阪府大阪市淀川区西中島５‐５‐１５ 新大阪セントラルタワー８F ㈱

コネット内 日本磁気科学会学会事務局  

問合せ先：日本磁気科学会事務局長 大阪大学 西嶋茂宏 TEL: 06-6879-7896 

E-mail: nishijima@see.eng.osaka-u.ac.jp 
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日本磁気科学会 会則 

 
2006/11/16総会決定 

 
第１章 総則・目的・事業 

 

第１条 この団体は日本磁気科学会(以下本会)という。 

２ 本会の英文呼称はThe Magneto-Science Society of Japan とする。 
 

第２条 本会は磁気科学を研究している、あるいは興味を持つ国内外の個人および諸団体の 

相互の連絡を促進し、国内外の磁気科学の発展とその成果の普及に務め、学術・教育・産 

業・環境・資源・医療・福祉などの各分野に寄与することを目的とする。 

 

第３条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 磁気科学に関する研究集会を開催する。 
(2) 磁気科学に関する図書を発行する。 
(3) 磁気料学の研究を促進するための必要な事業を行う。 
(4) 磁気科学の成果を普及するための必要な事業を行う。 
 

第４条 この会則の実行に必要な規則の制定・改廃は理事会が行う。 

 

第５条 本会のすべての会議は議事録を作成し、事務局が保管する。 

 

第２章 会員 

 

種類 

第６条 会員は、国籍または本拠の存在する国は問わず、次の4 種類とする。 

(1) 正会員 
(2) 学生会員 
(3) 賛助会員 
(4) 提携会員 
２ 正会員は本会の事業に参加する研究者・技術者・教育者およびその他の個人とする。 

３ 学生会員は本会の事業に参加する大学および大学院に在学中の者とする。 

４ 賛助会員は本会の事業に協力する営利団体とする。 

５ 提携会員は本会の事業に協力する非営利団体とする。 
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入会 

第７条 本会に入会しようとするものは、別に定める規則によって事務局に申し込み、理事 
会の承認を得なければならない。 
２ 会員は別に定める規則により入会金・会費を納めるものとする。納入した入会金・会費 
は払い戻さない。 
 

権利 

第８条 会員は次に掲げる権利を有する。 

(1) 本会の催す研究集会での発表およびその他の行事への参加 
(2) 本会に対する希望を申し出てその審議を求めること 
(3) 本会の発行する図書への寄稿 
 

退会・除籍・除名 

第９条 会員は別に定める規則により会長に届け出て退会することができる。 

２ 会員は死亡し、または失踪宣言を受け、または賛助会員または提携会員である団体が 

解散したときはその資格を喪失し、除籍となる。 

３ 会員が次の事項に該当するときは、会長が除名することができる。 

(1) 正当な理由なく会費等を１ヵ年以上滞納したとき 
(2) 本会の名誉を傷つけ、理事会の承認後、総会において除名の決議が行われたとき 
 

第3章  組織 

 

役員 

第１０条 本会に次の役員を置く。 

(1) 理事(会長)１名 
(2) 理事(副会長)３名以内(うち事務局長１名) 
(3) 理事(上記(1)、(2)以外)理事全員で25名以内 
(4) 監事２名以内 
(5) 顧問 若干名 
２ 役員は無給とする。 

３ 理事および監事は総会において正会員中から選任する。 

理事・監事の選任の方法は別に定める規則による。 

 

理事会 

第１１条 理事会は理事および監事により構成される。 

２ 理事は互選により会長を選出する。 

３ 理事・監事の任期は１月１日から翌年の１２月３１日までの２年間とする。 

４ 理事・監事は再任ができる。ただし、連続して就任できる期間は３期６年までとする。 
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５ 監事は理事を兼ねることができない。 

 

第１２条 会長は本会を代表し、会務を総理する。 

２ 会長は総会および理事会を招集してその議長となる。 

３ 会長は副会長を指名する。 

４ 副会長は会長を補佐し、会長の指示により、または会長に事故あるときは、その職務 

を代行する。 

５ 事務局長は、会長の指示により、本会の事務及び事務局委員会を掌理する。 

６ その他の理事は、会長の指示により会務を担当する。 

７ 監事は本会の会計と業務を監査する。 

 

第１３条 理事会は、この会則に定める総会の権限であるもの以外の次の事項を議決し執行 

する。 

(1) 事業計画および収支予算 
(2) 事業報告および収支決算 
(3) 会員の入退会 
(4) 諸規則の制定および改廃 
(5) その他重要な事項 
 
第１４条 理事・監事が次の事項に該当するときは、総会の議決に基づいて解任・交代するこ 

とができる。 

(1) 一身上の都合により役員の任を続けられないとき 
(2) 心身の障害のために職務の執行に耐えないとき 
(3) 職務上の義務違反または役員たるにふさわしくない行為があるとき 
２ 任期の途中で新しく選任された役員の任期は前任者の残余の期間とする。 

 
顧問 

第１５条 顧問は、会長が有識者の中からこれを委嘱する。 

２ 顧問の任期は、委嘱した会長の任期と同じとする。 

３ 顧問は再任ができる。 

４ 顧問は他の役員を兼ねることができない。 

 

第１６条 顧問は、会長の求めに応じて意見を述べることができる。 

２ 顧問は随時、会長に対して意見具申ができる。 

 

事務局 

第１７条 本会は会長の下に事務局を置く。 

２ 事務局は事務局長(理事・副会長)が管理する。 
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３ 事務局の運営は別に定める規則による。 

 

支部 

第１８条 本会は理事会の下に支部を置き、各地域において本会の事業を促進する。 

２ 会長が理事のうちから支部長を指名する。 

３ 支部の設置・運営は別に定める規則による。 

４ 必要に応じて国外に支部をおくことができる。 

 

分科会 

第１９条 本会は理事会の下に分科会を置き、各分科における研究を促進する。 

２ 会長が理事のうちから分科会長を指名する。 

３ 分科会の設置・運営は別に定める規則による。 

４ 必要に応じて時限的な分科会を設置することができる。 

 

第４章 総会 

 

第２０条 総会は正会員によって構成される。 

２ 通常総会は毎年１回、会長が招集する。 

３ 臨時総会は次の場合に会長が招集する。 

(1) 会長がこれを必要と認めたとき 
(2) 正会員の５分の１以上からあらかじめ議事を示して請求されたとき 
 

第２１条 会長が総会の議長となる。 

２ 会長の指名により、会長以外の者が総会の議長となることができる。 

３ 総会は正会員の２分の１以上が出席しなければ議事を開き議決することはできない。 

４ 正会員は書面あるいは書面に替わるものをもって会議に出席することができる。 

５ 総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところに 

よる。 

６ 総会は郵便・電子メール等による通信媒体を利用して開催することができる。 

 

第２２条 総会は、理事会から提出される次の事項を議決する。 

(1) 理事・監事の選任 
(2) 事業報告および収支決算 
(3) 事業計画および収支予算 
(4) その他理事会において必要と認めた事項 
２ 総会は、正会員の５分の１以上からあらかじめ請求された議事を審議する。 
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第５章 資産および会計 

 

第２３条 本会の会計年度は毎年１月１日にはじまり１２月３１日に終わる。 

 

第２４条 本会の資産は次のとおりである。 

(1) 入会金および会費 
(2) 事業に伴う収入 
(3) 資産から生じる果実 
(4) 寄付金品 
(5) その他の収入 
 
第２５条 本会の資産は理事会の議決を経て会長の指示の下で事務局長が管理する。 

 

第２６条 本会の事業計画および収支予算は、毎会計年度の開始前に、会長の指示の下に 

事務局長が起案し、理事会の議決を経て、総会にて承認を受けなければならない。 

２ 本会の収支決算は、毎会計年度の終了後に、会長の指示の下に事務局長が作成し、理 

事会の議決を経て、総会にて承認を受けなければならない。 

 

第６章 会則の改廃および解散 

 

第２７条 本会則を改廃するには理事会の提案により、総会で過半数の同意がなければなら 

ない。 

 

第２８条 本会を解散するには理事会の提案により、総会で４分の３以上の同意がなければ 

ならない。 

 

補則   

１ 本会は2006 年 4 月 1 日に発足する。   
２ 発足時から2006 年度通常総会が開催されるまでの間は旧新磁気科学研究会の会則お 
よび人事を援用する。 

３  本会則に関わらず、2007 年度の会費を事前に徴収するものとする。 
 

以上 
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日本磁気科学会 理事会運営規則 
 

2007/06/06理事会決定 

 
総則 

第１条 本規則は、日本磁気科学会会則に従い、日本磁気科学会理事会(以下、理事会と 

いう)の運営に関して制定するものである。 

 

第２条 理事会に関わる事務は事務局が処理する。 

 

会議の開催 

第３条 理事会は会長が招集し、その議長となる。 

２ 会長の指名により、会長以外の者が理事会の議長となることができる。 

３ 議長は、原則として、年１回以上、理事会を開催しなければならない。 

４ 議長は、理事および監事の２分の１以上により請求されたときには理事会を開催しな 

ければならない。 

５ 理事会の議決は、理事および監事の２分の１以上の出席があった場合のみ有効とする。 

６ 理事および監事は、議長ないし理事または監事の１に委任状を託して議決を委任する 

ことができる。 

７ 理事会は郵便・電子メール等による通信媒体を利用して開催することができる。 

８ 議長は、必要あるときは理事と監事以外の者を理事会に参加をさせ、意見を聴取する 

ことができる。 

 

会議の議決 

第４条 理事会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決すると 

ころによる。 

２ 第３条８項により参加した者は議決権を有しない。 

 

理事の職務担当 

第５条 理事の職務担当は次のとおりとする。 

(1) 会長  

(2) 副会長(①事務局長、②分科会総括、③会長が指示する職務)  

(3) 支部長(①北海道・東北支部、②関東支部、③中部支部、④近畿支部、⑤中国・四国・ 

九州支部) 

(4) 分科会会長(①物理化学分科会、②高分子・材料プロセス分科会、③無機・金属分科 

会、④有機・バイオ分科会、⑤分離・分析分科会、⑥磁場発生分科会)  

(5) 特定事項担当(①産学官連携、②国際会議)  

(6) 事務局委員会(①事務局長((2)の①に同じ)、②財務委員長、③広報委員長、④企画 

委員長) 

(7) その他、会長が指示する職務 

２ 理事は複数の職務を担当することができる。 

 

支部 

第６条 支部の事業は支部長が統括する。 

２ 支部長の下に支部組織を設け、その形態および運営は支部において決定する。 

３ 支部に関わる事務は支部組織が処理する。 

４ 支部における事業は次の事項とする。 
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(1) 支部地域における磁気科学の振興 

(2) 支部地域における本会会員の増員 

(3) 本会年次大会の実行 

 

第７条 支部の事業計画および予算収支は、毎会計年度の開始前に支部が起案し、理事会 

の承認を得なければならない。 

２ 前項に関りなく、緊急に必要とされる事業は、会長の承認の下に行うことができる。 
３ 支部の事業実績および収支決算は、毎会計年度の終了後に支部が作成し、理事会の承 

認を受けなければならない。 
 
分科会 
第８条 分科会の事業は分科会会長が統括する。 

２ 分科会に分科会組織を設ける。その形態および運営は分科会において決定する。 

３ 分科会に関わる事務は分科会が処理する。 

４ 分科会における事業は次の事項とする。 

(1) 磁気科学の各分科における学術の振興 

(2) 磁気科学の各分科における本会会員の増員 

(3) 学術集会の企画と実施 

 

第９条 分科会の事業計画および予算収支は毎会計年度の開始前に分科会が起案し、理事 

会の承認を得なければならない。 

２ 前項に関りなく、緊急に必要とされる事業は、会長の承認の下に行うことができる。 
３ 分科会の事業実績および収支決算は毎会計年度の終了後に分科会が作成し、理事会の 

承認を受けなければならない。 
 

年次大会 

第１０条 年次大会は理事会が決定した実行委員長の下に次の事項を実行する。 

(1) 年次大会の企画、準備、広報、実施 

(2) 年次大会のための実行委員会の構築 

(3) その他の年次大会実行に関わる諸事項 

 

第１１条 年次大会の事業計画および予算収支は、年次大会の開始前に実行委員長が起案 

し、理事会の承認を得なければならない。 
２ 前項に関りなく、大会開催に関して緊急に必要とされる事業は,会長の承認の下に行う 
ことができる。  
３ 年次大会の事業実績および収支決算は、年次大会の終了後に実行委員長が作成し、理 

事会の承認を受けなければならない。 
 

特設の作業部会 

第１２条 理事会は、第５条(1)-(7)以外の職務について必要に応じて理事会の下に特別の 

事項を担当する作業部会(以下、部会という)を設置することができる。 

２ 部会主査は、第5条(7)に基づき、会長が理事の中から指名する。 

３ 部会の運営に関する事項は別に定める規定による。 

 

規則の改廃  

第１３条 本規則の改廃は理事会が行い、総会で報告する。 
 以上 
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日本磁気科学会 年会における優良若手研究発表に対する表彰制度 

 
2007/06/06理事会決定 

 
賞の名称 : 研究奨励賞 (35歳以下)、学生ポスター賞 
受賞対象者 : 以下の条件すべてを満たすもの  

  1) 日本磁気科学会 会員  
  2) 日本磁気科学会 年会で筆頭著者として研究発表を行なった者  
  3) 当該年会開催年度の4月2日時点で35歳以下の者(研究奨励賞)または、 
    博士課程以下に在学する学生(学生ポスター賞)  
  4) 過去に該当する賞を受賞したことがないもの。  
 

審査方法 : 講演発表申込時に、本人により審査希望の申請を受け付ける。その際、研究奨 

  励賞については、本人に自身の発表する研究に関するアピール文を記入させる。 

 

  プログラム委員会が、1人の申請者につき、3名の審査員を日本磁気科学会会員 
  の中から指名する。ただし、発表の共著者、申請者と同一機関に所属するもの 

  は、審査を行なうことができない。  

 

  各審査員は、提出された要旨、年会における申請者本人による講演について、 

  定められた様式に基づき、審査・採点する。 

  なお、採点結果の提出は、年会終了後1週間以内とする。 
 

  採点結果は、表彰選考委員会にて集計し、授賞者を選考する。 

  表彰選考委員会メンバーは当該年会のプログラム委員長が指名する。 

 

  授賞者数は、発表申込件数に依存して、その最大数を決定する。  

  研究奨励賞、学生ポスター賞ともに、年会における全体の発表数50件につき1 
  件の割合を最大数の目安として選考する。ただし、基準を満たすのもが少ない 

  場合には、その数を減じ、基準を満たすものがない場合は、授賞なしとする。 

 

審査内容 : 要旨、プレゼンテーション、本人の寄与、研究の新規性、意義、質疑応答、総 

  合評価。総合評価以外の各項目は5段階、総合評価は10段階で評価し、さらに 
  コメントをつける。 

 

受賞者の発表 : 表彰選考委員会で受賞が決定したものについては、学会発行のニューズレター 

  に掲載することで発表し、賞状と副賞を郵送にて授与する。  

 

その他 : 学生の発表であっても、特に優秀と認められる場合は、研究奨励賞の授与対象 

  となる。 
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日本磁気科学会 学会表彰規定 

（平成 23 年 5 月 30 日理事会決定） 

 

第１条 （総則） 日本磁気科学会は、本会の賞を設け、本規定によって授与する。 

 

第２条 次の３種の賞とし、毎年１回表彰する。  

     １．優秀学術賞 賞状並びに記念品  

     ２．若手奨励賞 賞状並びに記念品 

     ３．功労賞 賞状並びに記念品  

第３条 （優秀学術賞） 磁気科学分野において独創的かつ優れた研究業績を挙げた研究者に授与する。 

 

第４条 （若手奨励賞） 年会において優秀な発表を行った若手に授与する。従来の、講演奨励賞・ポスター

賞を引き継ぎ、その規定に従う。 

 

第５条 （功労賞） 学会活動および磁気科学分野の普及に貢献した、あるいは当該分野で顕著な業績をあ

げた研究者に授与する。 

 

第６条 （表彰の件数、人数） 授賞件数は毎年原則 1 件以内 （受賞者は 1 件につき複数名も可とするが、

最大 3 名以内）、功労賞は毎年原則 1 名とする。 

 

第７条 （選考委員会）受賞候補者選考のため、選考委員会を設ける。委員は理事会の承認を得て、会長が

委嘱する。  

 

第８条 （受賞候補者の推薦）会員（賛助会員を含む）は、優秀学術賞、功労賞の受賞候補者として適当と

思う者を、選考委員会に推薦することができる。この場合は、自薦も認められる。  

 

第９条 （受賞の決定）選考委員会は、受賞候補者を選考し、会長に報告する。会長は理事会の議決により

受賞を決定する。 

 

第１０条 （本規定の変更）本規定の変更は理事会の議を経て行う。  

附 則 この規定は 2011 年 5 月 30 日より実施する。  
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2011,2012年 日本磁気科学会理事・監事 
 

 

 

木村恒久（京大院農・教授） 会長 

米竹孝一郎（山形大院理工・教授） 副会長（分科会統括） 

西嶋茂宏（大阪大院工・教授） 副会長（事務局長） 

渡辺和雄（東北大金研・教授） 支部長（北海道・東北） 

分科会長（磁場発生） 

中林誠一郎（埼玉大院理工・教授） 支部長（関東） 

岩井一彦（名古屋大院工・准教授） 支部長（中部） 

安田秀幸（大阪大院工・教授） 支部長（近畿） 

米村弘明（九大院工・教授） 支部長（中国･四国･九州） 

茂木 巌（東北大金研・助教） 分科会長（物理化学） 

山本 勲（横国大院工・教授） 分科会長（高分子・材料プロセス） 

植田千秋（大阪大院理・准教授） 分科会長（無機・金属） 

岩坂正和（千葉大院工・准教授） 分科会長（有機・バイオ） 

藤原好恒（広島大院理・准教授） 分科会長（分離・分析） 

勝木明夫（信州大教育・准教授） 特定事項（国際会議） 

清水健司（岩手大院工・教授） 特定事項（産学連携） 

木村亨（ポリマテック） 特定事項（産学連携） 

藤原昌夫（広島大院理・助教） 特定事項（国際会議） 

武田真一（磁気制御技術研究会） 特定事項（産学連携） 

広瀬量一（JASTEC） 特定事項（産学連携） 

廣田憲之（物材機構・主任研究員） 事務局委員会（財務） 

高橋弘紀（東北大金研・助教） 事務局委員会（広報） 

櫻井智徳（京大生存研・特定准教授） 事務局委員会（企画） 

青柿良一（能産大・教授） 監事 

谷本能文（大阪大谷大・教授） 監事 
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Frontier of Magnet Development for Non-destructive 100 T Fields 

 
*ijk}FGH&Lno-.Ñ� 

Koichi Kindo (ISSP, The University of Tokyo) 
E-mail: kindo@ issp.u-tokyo.ac.jp 

 
Abstract: Magnetic field is one of the most important and clean physical quantities. Much effort on generating 
higher fields for the study on materials sciences has been made for more than a half century. Progress and 
worldwide competition in generating pulsed field in these two decades is so remarkable that the non-destructive 
100 T field would be attainable within a few years. In addition to 100 T field, another effort to develop longer 
pulsed field is also made. A typical duration time of pulsed field is limited to 1 -100 ms depending on a total 
amount of energy of current source. ISSP has introduced the largest DC generator to make the pulse duration 
longer up to 5 seconds. Such a long pulsed field can allow us not only to carry out a precise measurement but also 
to make multi-stage pulsed field for realizing non-destructive 100 T field. In this paper, a state-of !the-art magnet 
development is presented. 
 
Keywords: High Magnetic Field, Long Pulsed Magnet, Magnet Technology 
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Studies on Condensed Matters and Future Plan using Pulsed High Magnetic Fields 
 

!tuvwxyz{|}H~H&å2��%&-.÷����ø 
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!Masayuki Hagiwara, Takanori Kida (KYOKUGEN, Osaka University) 
Shojiro Kimura (IMR, Tohoku University) 

E-mail: hagiwara@ cqst.osaka-u.ac.jp 
 

ù^}abstract� 
 In the high magnetic field laboratory of K Y O K U G E N , we have two high magnetic field facilities 
(H M F Fs) in which the duration of magnetic field is different . Thus, we perform magnetization and ESR 
measurements at the first H M F F on mainly insulating mater ials, and magnetization and electr ic resistance 
measurements at the second H M F F on mainly metallic mater ials. A fter br ief introduction of our H M F Fs 
and exper imental apparatus, we will show the exper imental results of I ron-chalcogenide superconducting 
mater ial FeSe1-x Tex. F inally, we will talk about our future plan on condensed matter studies under high 
pressures of up to 30 GPa in high magnetic fields of up to 40 T utilizing a wide-bore pulse magnet.   
K eywords: Pulsed high magnetic fields, I ron-chalcogenide superconducting mater ial, high pressure 
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Figure 1. Pulse shapes of magnetic field at two facilities  
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Figure2. Field-temperature phase diagram for a single 
crystal of Fe1.05Te0.85Se0.15 for H // ab and H //c.  
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F igure 1 Apparatus to measure the 
Faraday rotataion of liquid samples under 
a pulsed magnetic field. 

 
F igure 2 The optical microscopic image (A) and IB/I0 imange(B) 
of decane and 1-methylnaphthalene.  
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Construction of a Movable Type Pulsed Magnet and Application of Pulse High 

Magnetic Fields to Investigation on Chemical and Biological Fields 
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Abstract: Pulsed magnet is one of the most powerful tools as generation of high magnetic fields.  When applied 
the pulsed magnet to chemical or biological, it may be said that the pulsed magnet available not only stead of 
electric or superconducting magnet but also creation of new approaching methods to any reserch target.  
However, since any problem as huge electric circuits, insulation of high voltage or financial costs, utilization of a 
pulsed magnet is not easy at an individual laboratory level.  We tried construction of a pulsed magnet 
comfortably and economically with using common electrical parts.  As a result, a constructed pulsed magnet, 
which is compact and movable bank type, was generated above 20 T at charging voltage of 700 V by supplying 
intense pulsed current from 10 mF, 5 kJ capacitor bank to solenoid coil having bore diameter of -8.5.  

K eyword: movable type pulsed magnet, comfortable construction, applied for chemistry and biology 
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日本磁気科学会磁場発生分科会／東北大学金属材料研究所強磁場センター 合同研究会 

 

 日本磁気科学会と東北大学金属材料研究所強磁場センターの合同研究会を、下記の要領で開催します。 

磁気科学の進展に伴って、より強い磁場が求められています。超伝導マグネットの強磁場化に際して、次世

代の高温超伝導線材の必要性が高まってきています。そこで、高温超伝導マグネット技術の現状に関して講

演していただきます。講師には若手研究者に依頼しましたので、活発な議論を期待しています。 

 

日程：2011年 10月 27日（木），28日（金） 

場所：東北大学金属材料研究所 本多記念館３階 視聴覚室 

テーマ：高温超伝導マグネット応用技術に関する若手研究会 ̶安定性・機械特性・コイル化など̶ 

10月 27日(木) 

13:30-40  開会の挨拶 渡辺和雄(磁場発生分科会長、東北大学) 

13:40-14:20 「室温空間に設置したピックアップコイル群を用いる高温超伝導コイルの非接触型異 

   常測定法」川越明史(鹿児島大学) 

14:20-15:00 「YBCOコイルの安定性とクエンチ検出・保護」植田浩史(大阪大学) 

15:00-15:40 「銀シースBi2223線材とYBCO薄膜線材の熱伝導率」内藤智之(岩手大学) 

15:40-16:00 休憩 

16:00-16:40 「Influence of HTS tape magnetization on field quality of magnet」Quan Li(京都大学) 

16:40-17:20 「Y系線材内の遮蔽電流分布がもたらすコイル発生磁場への影響」宮副照久(東京大学) 

17:20-18:00 「高温超伝導コイルの超伝導特性に対する機械特性の影響」小黒英俊(東北大学) 

18:30-  懇親会 

 

10月 28日(金) 

9:00-9:40  「高温超伝導マグネット応用に向けた線材特性評価・電磁特性解析・コイル設計技術」

   東川甲平(九州大学) 

9:40-10:20  「高温超電導コイルにおける多重テープ導体の編流抑制技術」宮城大輔(東北大学) 

10:20-10:40 休憩 

10:40-11:20 「イットリウム系高温超伝導マグネット技術の課題 ～ 特性劣化・クエンチ保護・遮蔽

   電流の観点から」柳澤吉紀(千葉大学) 

11:20-12:00 ディスカッション及び閉会の挨拶 淡路智(東北大学) 

 

問い合わせ先：東北大学金属材料研究所強磁場超伝導材料研究センター 小黒英俊 

       〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平 2-1-1 

       TEL 022-215-2155, FAX 022-215-2149, E-mail : h-oguro@imr.tohoku.ac.jp 
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Stability, Quench Detection and Protection of YBCO Coil 
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Influence of HTS Tape Magnetization on Field Quality of Magnet 
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E-mail: quan@asl.kuee.kyoto-u.ac.jp 
 

1. Introduction 

!

One main factor, which determines the field quality of 
the NMR and MRI magnets wound with HTS 
superconductor tapes, is the stability of their magnetic 
field. The magnetic field is strongly influenced by the 
HTS tape magnetization, mainly in the form of shielding 
current, which is not considered during design and 
decays along time. In this paper, unconventionally, 
twisted Bi-2223 multifilamentary tapes are applied 
winding coils in order to reduce the magnetic field 
generated by the shielding current. To clearly testify the 
advantage of twisted tapes, two coils are wound with 
twisted tapes and untwisted tapes respectively. The 
comparison of experiment results shows that, the 
magnetic field generated by the shielding current can be 
reduced successfully by using the twisted tapes. The 
hysteresis in the magnetic field is also smaller in the coil 
wound with twisted tapes than the other one. 

!
Fig. 1 Configuration of untwisted (left) and twisted (right) 

Bi-2223 multifilamentary tapes 
!
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2. Experiment results and analysis 

The configurations of untwisted and twisted Bi-2223 
multifilamentary tapes are shown in Fig. 1. The width of 
both tapes is 2.64 mm, and the thickness, number of 
filaments, critical current, n value of untwisted/twisted 
tape are 0.186 mm/0.205 mm, 121/55, 75 A/65 A and 
17/16. The designed twisted pitch of filaments in the 
twisted tape is 10 mm. The properties of coils wound 
with each kind of tapes are presented in Table 1. 

Fig. 2 Hysteresis loops of coils wound with untwisted tape 
(left)/twisted tape (right) measured at 77 K. 

!

!

Table 1. Properties of superconductor coils 

Coil Untwisted Twisted 
Number of turn 370 356 

Number of pancake 10 
Height 63 mm 62 mm 

Inner diameter 70 mm 
Outer diameter 80 mm 
Critical current 33 A 30 A 

Fig. 3 Enlarged and centered hysteresis loops. 
!

 

!

All experiments have been done in liquid nitrogen at 
77 K, supplying DC current at selected values. First, 
hysteresis loops were measured changing input from 0 A 
to 25 A, to -25 A and again to 25 A, by a 5 A step in turn. 
Fig. 2 shows the hysteresis loops, which are enlarged and 
centered, by calculating the difference from average at 
each input current, as shown in Fig. 3. It can be observed 
that the B-I characteristic is narrower in the coil with 
twisted tapes. Fig. 4 shows the results at a 15 A input, 
with a duration of 6 hours, which proves that the 
magnetic field generated by the shielding current in the 
coil with twisted tapes decays rapidly. 
 
3. Conclusion 

The magnetic field generated by shielding current can 
be effectively reduced by using twisted tapes, and 
smaller amount of hysteresis can also be achieved. 

Fig. 4 Magnetic flux density of twisted/untwisted coil while 
supplying 15 A DC current. 
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高温超伝導マグネット応用に向けた 

線材特性評価・電磁特性解析・コイル設計技術 
Investigations of Wire Performance and Its Electromagnetic Behavior for 

the Coil Design of HTS Magnet Applications 
 

!!" #$%&' ()%*+ ,-%./ 01234567 
!Kohei Higashikawa, Kazutaka Imamura, Masayoshi Inoue, Takanobu Kiss (Kyushu University) 

E-mail: kohei@super.ees.kyushu-u.ac.jp 
 

１．概要 

89:;<=>?@2HTS7ABCDEFGHIJKLMN%OPQRS;T=>?@2LTS7ABUNV
WXYZ[\2=]^_`7^abcdKCefUghijklmhnopq%rstuXvwsxyz{

Eh>?@GHIJK|DQ<}~��9^�����Q��sN�i�XLMoXh���%HTSABQ
�k^�fN LTSABQ�Qo5g��XhF�%GHIJKQ����oXhc��C���hF�sN%
HTS AB��Q�k^�_��C ¡s¢£z%¤qs¥¦�9�h§�lmh�¨nU©ª«UN%¬+
s­�h®uQ¯°±²C¬³Q´µoz{¶·�h� 

２．HTS線材における局所特性（臨界電流密度分布・電磁現象）の評価 

>?@ABs¸¹hº»�kC¢£�hF�sN�¼v½Q¾�l�¿Umh�®uNÀÁÂÃÄ��Å

ÆÇÈsÉh�¼Ê]v½¾�ËÌsÉ°%HTSAB�Qº»Í`�¼Ê]2Jc7v½2Fig. 1ÎÏ7^¨Q
Ð¼�_��Q¾�sfÑz{Eh� 

３．HTS線材におけるマクロな特性（電流輸送特性・交流損失）の表現 

HTS ABQ�¼ÒÓ2�¼Ê]2J7Ô�`2E77�kl+Õ Jcv½QÖ×sØÙ¤Ú{EhnoCÛÜ

z%Ýv½CÞßzFàÄcáÄâãäåæ¥¦�sÉç{ÕèijXnoCÛÜzF2Fig. 2ÎÏ7�éF%
¨QÉêXv½CÞßzF�_`ëìsÉÚí%+Õº»�_�kCî�UghnoCÛÜzF�ïð�Ú

í%+Õº»�kQ¾�l%c����s§�oXh J-E �k^Ð¼ñòQóôCõöhnosXh� 

４．コイル設計への展開 

+ÕU¥¦�9¤ÚF HTSABQ�kCc��Ö×s÷øz�hnoU%HTSc��Q�kùúlijo
Xh2Fig. 3ÎÏ7�éF%ûü9ËÌsÉç{c��Ö×Cûü9�hnoN%HTSABQýþäâÿ�C
û5!s"p�+U�&#Q�$�%C&�h+U��¿oXh�nnUN%�!��Ìo'?()�*+

,-Q./zF HTSc��Q��cÄ0sÉ°%GHIJK|Ds¸¹h HTSABQûüX1DÖ2o HTS
ABQ�$Q�3ks4E{56zF� 

５．結論 

¬+QÉês%HTS AB��Qº»�kC¾�z%mh7]G89X�koz{¥¦�9zF+Uc��
��s���hoEêd:Ä-N%HTSGHIJK|DQ;�o%̈ QF�Q HTSABQ�$�%Q<&s
5g�=>�h�QoÞö{Eh� 
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高温超電導コイルにおける多重テープ導体の偏流抑制技術 
Technique for control of drift current in Multi-laminated H TS Tape Conductors 

wound into H TS coil 
 

宮城大輔（東北大学） 
Daisuke Miyagi (Tohoku University) 

E-mail: miyagi@ ecei.tohoku.ac.jp 
 

 
超電導エネルギー貯蔵システム（SMES）の大容量化にむけて，コイルの通電容量を増加させる方法に多重テープ

導体がある。多重テープ導体とは，高温超電導（HTS)テープ線材を複数枚積層し一導体としたものであるが，これを
単純に巻線しただけでは各テープ間のインダクタンスの差から，導体内に偏流が生じてしまい通電容量が低下する。

この問題を解決するためには，多重テープ導体内の各テープ線材のインダクタンスを均等にする必要がある。多重テ

ープ導体の偏流抑制技術として，パンケーキコイル同士の層間においてテープ線材を転移することにより偏流を抑制

できるコイル構成について紹介する。しかし，この方法では使用線材の本数が増えるに従ってコイルの高さ方向のス

ケールが大きくなるとともに，ダブルパンケーキ上の要素コイル 1枚における 1回の転移だけでは，均流化に際しての
本数に制約が生じる。そこで，ダブルパンケーキ状の要素コイルを対象とした最内層における 1 回の転移と各テープ
線材間のギャップを調整することにより，多重テープ導体内の偏流を抑制する手法についても紹介する。 
パンケーキコイル同士の層間においてテープ線材を転移することにより偏流を抑制する手法として，図 1 に示す転

位マトリックスの数字が点対称となる配置の転移方法を定めた。この手法では，テープ枚数が偶数の場合は同数のパ

ンケーキコイル数で上記の転位が可能となり，また，テープ枚数が奇数の場合にはその倍のパンケーキコイル数で上

記の転位が可能となる。図 1 にテープ線材 4枚の多重テープ導体とパンケーキコイル 4個での転位概念図と解析結
果を示す。位置関係から I1=I4，I2=I3となる。偏流はテープ 1の電流 I1に対して 10%以内に抑えられている。同条件の
コイルで通電試験を行った。図 2に通電波形を示す。多重テープ導体内のテープ線材 4本の電流はほぼ同様な波形
を示し，偏流の抑制が確認できた。I3/I4は 9%程度の偏流となり，解析値とよく一致した。 

ダブルパンケーキ状の要素コイルを対象とした多重テープ導体内の偏流抑制手法として，テープ線材 4 枚の多重
テープ導体を図 3 のようにコイル最内層において各テープ線材位置が対称になるように転移した場合，各線材のイン
ダクタンスは近似的にその線材の鎖交面積に比例するので，線材間のギャップを調整することで各テープ線材の回

路リアクタンスを均等化することができる。図 4に，交流 200Hz，全通電電流 4.3A時の各線材における電流分布測定
結果を示す。本モデルにおける追加ギャップ無しでは I2/I1=0.4 であることを考えると，ペアとなる I1-I2および I3-I4それ

ぞれの電流比は概ね 1.05付近を示しており，線材間のギャップ調整による電流分布制御が妥当であることを意味して
いる。I1-I4 および I2-I3 での誤差は，コイル作製時に生じた線材間ギャップの誤差によると考えられる。この追加ギャッ

プ方式は任意のテープ枚数と任意のパンケーキで一様な電流分布構成が可能である。 
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図 1 テープ線材間の電流分布解析結果（左），転移概念を表す転位マトリックス（右） 図 2 試験コイル通電波形測定結果（200Hz，4.3A） 
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 図 3 最内層における転移概念図 図 4 試験コイル通電波形測定結果（追加ギャップ調整法）（200Hz，4.3A） 
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イットリウム系高温超伝導マグネット技術の課題 
～ 特性劣化・クエンチ保護・遮蔽電流の観点から 

M agnet Technology for Y B C O-Coated Conductors 
 

!柳澤 吉紀, 中込 秀樹（千葉大学）, 竹松 卓也, 高尾 智明（上智大学）, 
高橋 雅人, 前田 秀明（理化学研究所） 

!Yoshinori Yanagisawa, Hideki Nakagome (Chiba University), Takuya Takematsu, 
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Fig. 1 Simulated temperature rise due to voltage takeoff 
for an YBCO coil operated at 4.2 K in 10 T background 
magnetic field. 
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